
国際ロータリー第2660地区
1994´～1995年:度

ム
バ

, ヽ

● ヽ
7 ●

| `

|
゛
▲
ノ ■げ

ゝ ′
・ヽ

fら

/都ホテル大阪
ヽ

13日 /フェスティバルホール

ホスト:大 阪 阪 南 ロータリークラブ
コ・ホスト:大 阪 平 野 口

=タ
リークラブ

大阪天王寺 ロータリークラブ

‐L

ゝ‐

嘔

地区大

′π

_′

´
も ｀

イ

「

ｂ
く

'ψ

ヽ
上

●





目 次

プログラム

5月 12日 0 大会第 1日  ・…………………都ホテル大阪…・2

5月 13日 0 ,大会第 2日 …………フェスティバルホール… 4

R.I.会長メッセージ ー国際ロータリー会長 ビル・ハントレー… 6

R.I.会長代理紹介 ・・掴際ロータリー会長代理 C.グラントウィルキンス…・8

ごあいさつ ……………………………………ガバナー 中野童夫…10

ガバナーノミニー紹介 1995～ 1996年 度ガバナーノミニー 熊澤忠弱・―12

1996～ 1997年 度ガバナーノミニー 大山昭夫…13

祝辞・…………………………大阪府知事 横山ノック (山 田 勇)… 14

お祝いのことば …………………………………大阪市長 西尾正也…15

ごあいさつ 。・………………………………大会委員長 松本重太郎…16

歓迎のことば ……………………ホストクラブ会長 岡島義一…17

来 賓 ・…18

招待者……………………………

地区大会表彰…………………・

記念講演………………………・

家族のつどい ・…………………

シンポジウムパネリス ト紹介

物故会員…………………………

出席クラブ……………………・

大会役員…………………………

大会委員会………………………

大会実行委員会………………

大会会場案内図…………………

ロータリーソング……………

………………………………19

…………………………………21

……・…建築家 安藤忠雄…33

…サントリーミュージアム・…34

…………・…………・………36

…………・・…・…………・・…38

………………………………・40

…………………………………41

……・・・……・…・……・…・…・・42

・・・………・……・・・・・・・・・・・・・・………43

……・……・・・・・・・・・…・・……・・………48

…………・・……・・・・・・・・…………・・…50

(敬称略 )

目 次



5月 12日 (金 )

大 会 第 1日 (都ホテル大阪・浪速の間)

〔開会式・シンポジウム〕
12:00 登録・受付

13:00 開会告知   司会 く大会副幹事〉 四碇 行雄

阪神大震災物故者に対 して黙疇

〈ガバナー〉 中野 董夫

開会点鐘     〈ガバナー〉 中野 董夫

13:03 アメリカ合衆国「国歌」 (演奏 )

国歌斉唱

ロータリーソング「我等の生業」

〈ソングリーダー〉 酒井 偉雄

〈ピアノ演奏〉 帯刀 亨子

13:06 開会宣言    〈大会副委員長〉 山本研二郎

13:08 来賓紹介・ガバナー挨拶

〈ガバナー〉 中野 董夫

13:16 R.I.会 長代理挨拶 くRI会長代理〉 Cカントウィルキンス

13:30 シンポジウム

テーマ「一地域文化の掘 り起こし一

KANSAI文化のルネッサンス」

コーディネータ~     
はまなら じゆん

〈パーソナリティ〉 浜本寸   淳
磯村
くろ だ

“
文
豪
清

か
隆
き

15:01

15:03

15:05

パネ リス ト    く大阪市助役〉

パネ リス ト 〈ジャーナリスト〉

パネ リス ト

く評論家・プロデューサー〉

閉会のことば     く大会幹事〉

閉会点鐘       0バ ナー〉

閉会

黒 田

河内

田村

中野

厚郎

弘

董夫

プログラム



プログラム

〔部門別懇談会〕
15:00 登録・受付

15:30 開会

会長・幹事懇談会

(大和の間)

くリーダー〉

〈リーダー〉

くリー ダー〉

〈リーダー〉

中野

古田

菅生

松本

董夫

敬三

浩三

良諄職業奉仕部門懇談会

(明 日香の間)

社会奉仕部門懇談会

(金剛の間)

国際奉仕部門懇談会

(葛城の間)

ロータリー財団部門

(志摩の間) 懇談会

閉会

〈リーダー〉 廣瀬勘一郎

<t) -r-> frBl 敬 三

くリーダー〉 山中 文和

17:30

〔家族のつどい〕
15:00 登録・受付
15:20 都ホテル大阪をバスで出発

「サン トリー ミュージアム

立体映像アイ・マックスシアター」見学
17:25 サン トリー ミュージアムバス出発
17:45 都ホテル大阪 帰着

(RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会〕
17:00 登録・受付 (レ セプションホール銀杏 )

(参会者交歓 )

18:10 入場     (浪 速の間)

18:15 オープニング 祝舞「寿獅子」
出演 飛鳥 峯王 (大阪天工寺RC)

飛鳥 左近

開会挨拶 く司会〉 河隅 泰夫・林  幸二

ガバナー挨拶    くガバナー〉 中野 董夫
R.I.会長代理ご夫妻挨拶

くRI.会長代理〉 C.グ ラン ト ウィルキンス
マー リーン ウィルキンス

18:36 乾杯   〈ホストクラブ初代会長〉 城野和三郎
18:38(食事・歓談 )

20:10 挨拶      く晩餐会委員長〉 松村 英治
20:15 閉会
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5月 13日 (土 )

大会第 2日 (フ ェスティバルホール)

13:15

13:30

13:49

13:57

14:02

14:22

登録・受付

「ザ・ベ リーグッドマンズ」演奏 (RCメ ンバー )

開 会     司会 〈大会副SAA〉 奥   剛 典

阪神大震災物故者に対 して黙蒔

大会役員紹介

R.I.会長代理 ご夫妻紹介

開会点鐘      〈ガバナー〉 中野 董夫

アメリカ合衆国「国歌」 (演奏 )

国歌斉唱

ロータリーソング斉唱「奉仕の理想」

〈ソングリーダー〉 酒井 偉雄

〈ピアノ伴奏〉 帯刀 亨子

開会宣言     〈大会委員長〉 松本重太郎

来賓紹介      〈ガバナー〉 中野 董夫

来賓挨拶 く大阪府知事〉横山ノック (山 田 勇 )

く大阪市市長〉 西尾 正也

参加 クラブ紹介

物故会員に黙蒔

ガバナー挨拶及び地区現況報告

くガバナー〉 中野 董夫

RI会長代理挨拶及びR.I。現況報告

くR.1.会長代理〉 C.グラントウルキンス

休憩 (13分 )

表彰

登録委員会報告  く登録委員長〉 若宮 房受

信任状委員会報告 く信任状委員長〉 武尾敬之助

選挙委員会報告  〈選挙委員長〉 山中 文和

大会決議案上程 〈大会決議委員長〉 菅生 浩三

大会決議案採択   〈ガバナー〉 中野 童夫

RI会長代理講評 くRI会長代理〉 Cカントウィルキンス

R.I.会長代理ご夫妻に記念品贈呈

〈ガバナー〉 中野 董夫

14:52

15:05

15:30

4
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15:55

16:00

17:35

17:40

直前ガバナーに記念品贈呈

〈ガバナー〉

ガバナーノミニー紹介

〈ガバナー〉

〈1995～ 1996年度ガバナー ノミニー〉

く1996～ 1997年度ガバナー ノミニー〉

ガバナーノミニー挨拶

次年度ホス トクラブ紹介

〈ガバナー〉

次年度ホス トクラブ会長挨拶

中野

中野

熊澤

大山

大山

中野 董夫

西原 房三

義一

偉雄

董夫

夫

　

夫

弱

夫

夫

董

　

董

忠

昭

昭

16:05 記念講演     講師〈建築家〉 安藤 忠雄

テーマ「阪神大震災を機に都市を考える」

閉会挨拶   〈ホストクラブ会長〉 岡島
ロータリーソング「手に手をつないで」

〈ソングリーダー〉

'酉

井

閉会点鐘      〈ガバナー〉 中野

閉会

「BE a Friend」 コーナーのご案内

地下 1階の『ジオ』では、12:00～ 16:00の

間 薄茶 とコーヒー (無料 )、 チャリティサ

ン ドウィッチ (有料)の お席をご用意 してお

ります。 ご利用 ください。

プログラム



R.L会長 メ ッセー ジ

国際ロータリー会長メッセージ

国際ロータリー会長

ビル・ハントレー

To all Rotarians and Guests attending the 2660 District
Conference.

Audrey and I send warm greetings to everyone attending the 1994/95
District Conference. We know that you will enjoy a few special days
of heart warming Rotary fellowship. You wil make new friends, and
expand your Rotary horizons through shared experiences as you meet
together.

In its ninety years of service to mankind Rotary has never stopped its
advance in discovering new methods of serving the Community, and
helping those in need. Here at this conference the organisers have put
together a comprehensive programme of learning and entertainment,
fun and fellowship. Make sure that you take full advantage of all these
opportunities.

It is impossible for Audrey and me to visit all the conferences, and so
I have invited an enthusiastic Rotary leader to represent me at your
conference. Please welcome, C. Grant Wilkins, Director, and his part-
ner Marlene, as our personal representatives. Grant is an extremely
knowledgeable Rotarian, an enthusiastic leader, and a warm friendly
person. Please make every effort to meet them and to enjoy their
company.

I can also express my great appreciation for the dedication and commit-
ment of your District Governor Tadao. Ilis leadership, which is
repeated in every district in the Rotary world, is showing us all how to
BE A FRIEND in every way.

Audrey and I hope everyone enjoys the conference, and returns home
inspired and enthused to continue our service to humanity.

Your friend,

Bill Huntley
President,R.I.

6

|プIi‐

響

|“_■鶴

舞 覇
.籍 ″‐、 ,―

‐
IヽFl‐ _.・



R.:.会長 メ ッセー ジ

第2660地区大会にご出席のロータリアンとゲストの皆さま

1994～ 95年度地区大会にご出席の皆様に、オー ドリー

とともに心からのご挨拶を申しあげます。皆様には、こ

の数日ロータリーの心暖まる友情の輪の中で、特別なひ

とときを楽 しまれる事 と存 じます。大会でともに分かち

合う経験を通 して新 しい友ができ、さらに、ロータリー

の活動のステージが拡がる事 と思います。

90年にわたるロータリーの奉仕の道は、常に地域社会

への新 しい奉仕のあり方を見い出 し、助けを必要 とする

人々に手を差 し延べ、決 して止まることなく歩み続けて

お ります。この大会は、勉強会 とエンターテインメント、

そして、楽 しい仲間とのふれあいを織 り込んだプログラ

ムが計画されています。どうか、この機会を十分に活か

して、有意義な楽 しい時を過ごして下さい。

オー ドリーと私が、全ての大会に出席する事は不可能

です。そこで、貴大会へは私に代わって熱心なロータリ

ーの リーダーに出席の依頼を致 しました。会長代理 とし

て、私 どもと親 しいR.I.理事のC.Grant Wilkins氏 とパ

ー トナーのMarleneを 歓迎頂 きた く存 じます。グラン ト

は、非常に学識経験高いロータリアンで、熱意あふれる

指導者です。そしてあたたか く、フレンドリーな人物で

す。できるだけグラントとマ リーンとお知 り合いになっ

て、語らいの時をお楽 しみ下さい。

また、貴地区ガバナー中野萱夫氏のロータリーヘの献

身的なご努力に対 し、心からの感謝を申しあげたく思い

ます。ロータリーのどの地域においても示される彼の リ

ーダーシップは、あらゆる面で ｀
友達になろう

″ という

在 り方を全て示唆 して くれるものであります。

オー ドリーと私は、皆様がこの大会をたの しまれ、奉

仕活動を続けられる熱意 と心意気にあふれてご帰宅され

る事を願ってお ります。



R.l.会長 代理 紹 介

国際ロータリー会長代理紹介

R.I.1933～ 95年 度理事

C.グラント ウィルキンス

Grant Wilki船 は1993～ 95年度の国際ロータリー理事であり、

第5450地区のパスト・ガバナーである。RI財務委員会委員長、環

境保全委員のUSCB(米国・カナダ。バミューダ)地区委員長を務

めた。最近では環境保全実行グループの準総合コーディネーター

(1992～ 93)、 また、1992～ 93年度はロータリー情報のカウンセラ

ーの任に当たった。1990年、第 1、 第7ゾーン(USCB)研究会の

準総合委員長、1989～ 91年度のR.L理事のアドバイザー、さら

に、ゾーンガバナー会のメンバーとなり、1989年シンガポールで

の規定審議会の代議員も務めた。

また、1990年、USSRのモスコーRC.のチャーターナイトにお

けるアメリカロータリーの代表として出席、現在国内外の地区大

会に会長代理として各地を歴訪している。

グラントカヽ ロータリー活動で最も功労を示した一つにポリオ

プラス運動がある。国際ポリオプラス委員会を50万 ドルに達成さ

せるために尽力し、さらに有名な彫刻家であるサンタフェ(ニ ュー

メキシヨ州)の Glenna Goodacreに 頼んでポリオプラスシンボル

の考案創作の寄贈をさせたのである。このシンポルカヽ ポリオプ

ラス寄付を2億4,000万 ドルにまで増やす一助となり、現在、エヴ

ァンストンのRI本部に建てられた非常に大きなプロンズ幅己念碑を

創るまでに導いたのである。最終的に、そのシンポルをプロンズ

鋳造して完成させ、それをエヴァンストンヘ運搬するに要する5

万ドルを寄付するロータリアンを探す労までとったのである。
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ロータリー財団の熱心な支援者であり、地区ガバナーとして、

240人の新しいポールハリスフェローを得、1,100人の新しい準フ

ェロー、さらに、ロータリーでは初めての財団奨学基金にTemple

Hoyne Buell会員から15万 ドルの寄贈を得るに至らしめた。この

財団への貢献に対して、グラントはRI財団の栄誉ある「功労賞」

と「特別功労賞」の二つを受賞している。

グラントは1981年にデンバーRC.の A`rists ofAmeric′ 展

と販売活動の創設に尽力している。 5年間その指揮をとった後、

この格調高いアメリカ・アート展の名誉会長に就いている。この

アート展は今デンバーR.Cの財団寄付を250万 ドル以上にまで引き

上げる結果に導いている。

グラントはビジネスの世界でも、傑出した長いキャリアの道を

歩んできた。

彼は(Mountain States Advertising,Inc.)マ ウンテン・ステ

イツ・アドバタイジング社の社長兼オーナーで、ナショナル・ロ

ードサイド・ビジネス協会の会長をしていた。また、スウェーデ

ンメディカルセンターの会長、コロラド歴史博物館や、ニューメ

キシヨ州にあるタオスのミリセントロジャース美術確官の評議員、

そして、コロラド病院協会と、チルドレンホスピタル財団の理事、

さらに、デンバー大学のチャンセラー・ソサエティーの委員長を

歴1任 してきた。また、グラントは、コロラド・ハイウエイのコミ

ッショナーでもあったが、今は銀行・コンピューター・保険会社

等の役員に就いている。

家庭外の生活でグラントが最も力を注いでいるのがロータリー

である。 しかし、彼は妻のマリーンとともにアメリカインディア

ン・アートのコレクションを始め、いろいろな趣味の世界をもっ

ている。アウトドアライフでもグランドキャニオンの濁流下りを

楽しみ、ニュージーランドのミルフォード・トラックを歩いたり、

アフリカを旅してはその写真撮影をエンジョイしている。

グラントとマリーンは、コロラド州のチェリーヒルズヴィリッ

ジに住み、セントアンドリュー ユナイテッドメソジスト協会のメ

ンバーである。

9
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ごあいさつ

こあいさつ

ガバナー

中野 董夫

本日は1994～ 95年度の国際ロータリー第2660地 区

大会に、RI会長代理ウィルキンス様ご夫妻、ご来賓

並びに会員の皆様には多数お集まり戴きましてまこ

とにありがとうございます。

この大会に向けて大会委員会は早 くより鋭意準備

を重ねて参 りましたが、その仕上げの時期になりま

して不幸にして兵庫県南部地震による阪神淡路大震

災が発生致 しました。この震災で亡 くなられた方々

に対 し心よりご冥福をお祈 り致 します。また被災さ

れた方々に慎んでお見舞い申しあげます。

当地区は五つの市が災害救助法の指定をうけ、大

災害地の隣接地区であり、第2660地区のロータリー・

クラブの会員の中にも災害を蒙られた方が多数おら

れます。このような状況の下で当地区の多くのロー

タリアンならびにロータリー・クラブが早速奉仕活

動を開始されましたことにたいしまして敬意を表 し

ますとともに感謝申しあげます。地区と致 しまして

は、阪神地震災害救援対策委員会を設けまして出来

ることから実行に移 しつつ、ロータリーとして何を

なすべきかについて模索しているところであります。

10



このような状況下ではありますが、地区の年に一

度の最大の重要行事である地区大会は、実質本位に

なるような衣替えをし、万難を排 して開催すること

に致 しました。そのため参会者の皆様にたのしんで

戴 くつもりで企画致 しました催 し物を削除致 しまし

て申し訳無 く存 じておりますが、諸般の事情をご賢

察下さいましてご容赦願います。このような大会で

ありますので、隣接地区以外のガバナーご夫妻には

積極的にご招待申しあげることを遠慮させて戴きま

した。

以上のような状況下で開催される地区大会であり

ますから災いを転じて福となし、もっともロータリ

ーらしい地区大会にしたいと考えておりますので、

その趣旨に沿ってご参会の皆様のご協力を心よりお

願い致 します。ロータリーについて大いに学び、大

いに楽 しみましょう。更にこの大会をばねにして地

域のニーズを探 り、今年度のロータリー・テーマで

ある B`e a Friend″ を引き続き実行 していこうでは

ありませんか。残されたロータリー年度の日数は少

なくなりましたが、充実した日々を
')⊆

りましょう。
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ガバナ ー ノミニー 紹介

1995～1996年度ガバナーノミニー

熊澤 忠弱

生 年 月 日

大正14年 8月 10日 生

現 住 所

枚方市楠葉美咲3-2-13

最 終 学 歴

昭和25年 3月  京都大学医学部医学科 卒業

職   歴

昭和26年 10月  医師免許証 (医籍登録第138860号 )

昭和32年 10月  京都大学 医学博士 (医第4018号 )

昭和47年 3月  関西医科大学耳鼻咽喉科教室 教授

昭和60年 1月  国際滲出性中耳炎シンポジウム会長

昭和61年 4月  関西医科大学付属

洛西ニュータウン病院長兼任

平成元年   第90回 日本耳鼻咽喉科学会総会会長

平成2年 4月  関西医科大学医師会長

平成 3年 5月  第5回滲出性中耳炎国際シンポジウムにて

G`uest of Honor″ 受賞

平成 4年11月  北京長城病院 名誉教授

平成 5年 3月  関西医科大学 名誉教授

平成 5年 4月  彦根中央病院 名誉院長

ロータリー歴

昭和52年 2月 9日  守ロロータリークラブ入会

昭和54～ 55年度 職業奉仕委員長 (理事)

昭和56～ 57年度 副会長 (理事)

昭和57～58年度 国際奉仕委員長 (理事)

昭和61～62年度 会 長

米山功労者、ポール・ハリスフェロー

職 業 分 類

シニア・アクチブ (単科大学)
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ガバ ナー ノミニー紹介

1996～1997年度ガバナーノミニー

大山 昭夫

生 年 月 日

大正15年 10月 14日 生

現 住 所

京都市下京区西洞院正面下ル

学   歴

昭和25年 3月  京都大学附属医学専門部事業

昭和26年 9月  医師免許証下附 (第 137904号 )

昭和31年 8月  医学博士の学位授与 (京都大学)

職   歴

昭和26年 4月  京都大学助手、医学部微生物学教室勤務

昭和38年 3月  神戸医科大学助教授

昭和39年12月  関西医科大学助教授

昭和41年 8月  関西医科大学教授

昭和57年 6月  関西医科大学評議員を経て理事

平成6年 3月  関西医科大学定年退職、名誉教授

その間、関連学会評議員、理事、会長等歴任、一

方、インドネシア、ミャンマー、レバノル等、東

南。西南アジアヘ国際医療協力のためJICAよ |)延

べ約15年間、10数 回派遣される。

ロータリー歴

昭和50年 11月   大阪城南ロータリークラブ入会

昭和55年 ～57年  大阪城南ロータリークラブ理事

昭和60年～63年  地区青少年活動委員会委員

昭和64年 ～65年  大阪城南ロータリークラブ会長

平成2年～3年  同上ロータリークラプロータリー財団委員長

平成3年～4年  同上ロータリークラブ米山奨学生カウンセラー

平成4年～6年  同上ロータリークラブ米山奨学生カウンセラー

米山功労者(マルチ)      平成2年10月 、平成6年 6月

ポール・ハリス・フェロー(マルチ)昭和59年 5月 、平成6年 8月

職 業 分 類

シニア・アクチブ (医学教育)
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祝辞

大阪府知事

横山ノック(山 田 勇)

さわやかな新緑の好季節となり

ました。このたび1994～ 1995年

度の地区大会べ盛大に開催され

ますことを′しヽからお祝い申しあげ

ます。

去る1月 の阪神・淡路大震災に
/

より、ロータリーの会員の皆様も大きな被害を受けられたとお

聞きしており、お亡くなりになった皆さまのご冥福をお祈りし

ますと同時に、被災された皆さまには心からお見舞いを申しあ

げます。また、皆さまには、これまで様 な々形で救援活動等に

ご協力をいただき、心から感謝申しあげます。大阪府としても

一日も早い復旧と復興に向けて全力をあげて取り組んでまいり

ます。

国際ロータリー第26∞地区の皆さまには、日頃からよりよい

社会を築こうと、様 な々奉仕活動に活発に励んでもらっていま

す。今回のテーマは「友達になろう」と伺っておりますがヽ こ

うした活動によって人と人とがふれあい、心と心を通じあわせ

ることは、豊かな社会を築くうえでとても大切なものでござい

まして、このような皆さまのすばらしい奉仕活動を、私も大変

よろこばしく思っております。

このたび禾ムは、府民の皆さまの暖かいご支援により知事に就

任いたしました。皆さまからいただいたご厚情に応え、公約と

して掲げました『弱者の視点に立った政治』を基本に、府民の

意見を府政1研苛五的に取り入れ、府民主役の「手づくり府政」

の実1兄 大阪人持ち前の才覚と粘りでの「ゆっくり改革府政」

の推進、そして「工夫あふれる府政」の運営を基本に、全力で

頑張ってまいります。どうか皆さまには、新しい大阪府政に対

するご支援ご協力を心からお願い申しあげます。

地区大会のご成功と国際ロータリーのますますのご発展、そ

して会員の皆々さまのご健勝、ご繁栄をお祈り申しあげまして.

お祝いのことばとさせていただきます。

14
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お祝 いの ことば
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大阪市長

西尾 正也

国際ロータリー第2660地

区の1994～ 1995年度地区大

会が、盛大に開催されまし

たことを心からおよろこび

申しあげます。

皆様方には、会員相互の

親睦を深めるとともに、崇高なロータリアンの精神

に基づいて、地域社会の発展と福祉の増進のために、

さまざまな奉仕活動を展開され、大きな成果をあげ

ておられます。その御熱意と御尽力に深 く敬意を表

する次第であります。

昨年、念願の関西国際空港が開港 し、私たちの大阪

は本格的な国際化時代を迎えました。その幕開けを

飾って、今年11月 にはアジア太平洋経済協力(APEC)
閣僚会議並びに非公式首脳会議が大阪で開催されま

す。我が国でサミット級の国際会議が東京以外で開

催されるのは初めてであり、まさに大阪市は新 しい

時代をリー ドする「世界都市」として力強 く第一歩

を踏み出すことになります。

この画期的なときにあたり、私どもは決意も新た

に、花と緑の美 しい、豊かな文化 と活力に満ちた世

界に貢献する大阪をめざしてまいりたいと存 じます。

また、地方自治の原点に立って、市民の暮らしと生

活を守る施策の充実に力を尽 くすとともに、このた

びの阪神 。淡路大震災から得た貴重な教訓を活かし

て、災害に強いまちづ くりを進め、だれもが安心 し

て暮らせる人にやさしいまちを築いてまいります。

どうか、皆様方のいっそうのお力添えを賜 りますよ

うお願い申しあげます。

国際ロータリー第2660地 区のますますの御発展と、

皆様方の御健勝、御多幸を心からお祈 り申しあげま

して、お祝いのことばといたします。
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こあいさつ

大会委員長

松本重太郎

皆職:、 本日はようこそお越し下

さいました。

R.1会長代理のC.グラントウィ

ルキンス理事ご夫妻、ご来賓の皆

様、そして多数の地区会員とご家

族の皆様をお迎え致しまして地区

大会を開催させていただきますこ

とを、誠に光栄に存じますと共に、心から感謝申しあげる次第で

ございます。

まずはじめに、此度の阪ネ申i競大震災でお亡くなりになりまし

たお命のご冥福を願い、ご遺族の方々に哀悼の意を表し、被災さ

れた皆様に謹んでお見舞いを申しあげます。

ご承知の通り、本年度のRIのテーマはBe a Friendで ありま

す。地区大会では幅広い大阪文化の掘り起こし一
 「関西文化の

ルネッサンス」を副題に掲げて、シンポジウムをもたせて頂くこ

とになりました。

私共の大阪にも、昨年漸く大望の関西空港が開港し平成の開国

を告げる時代がやってまいりました。まさに国際都市大阪の誕生

でありました。

思えは沐ム共は戦後50年であの物質的な貧困から、今日の驚くば

かりの繁栄の時代にあります。けれども静かに振り返ってみます

と、一方では失ったものが余りにも多過ぎはしないでしょうか。

大阪本来のよきもの、よきこころ、よき文化の喪失、積み残し

たものが沢山あったようです。本年はとりわけ神戸をはじめとし

た被災各都市、被災された多くの方 の々生活と共に、復興に向っ

て私共ロータリアンが、一人の友人として心を蓋して対応するこ

との出来る大事な機会かと存じます。

就中、都市の復興に当たって、なくてはならないものは産業の

興隆とイ十せて輝ける文化の振興にあるものと存じます。

本日の記念講演には、建築家の安藤忠雄先生にお出まし頂き「阪

神大震災を機に都市を考える」と題したお話を承ることができま

した。皆様どうか最後までごゆっくり拝聴なさって下さい。

本日の大会が、皆様方にこれからの Be a Friendについて、

和やかに語り合って頂けるような、優しく力強く意義深い大会と

なりますことを心から念願致しまして歓迎のご挨拶にかえさせて

頂きます。
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歓迎 の ことば

歓迎のことば

ホストクラブ会長

岡島 義一

皆様、第2660地区1994～95年度地区

大会に、ようこそおいで下さいまして有り難
うございます。大会開催にあたリホストクラ
ブ、コ・ホストクラプを代表してご挨拶申

しあげます。

本日ここにアメリカより、RI会長代理C.

グラントウィルキンスご夫妻をお迎えし、ご

来賓、各地区のガバナー及びパストガバナーのご臨席を賜り、そして、多くの会

員の皆様方のご参会を得て、本大会を開かせていただきますことは誠に光栄で
ございます。改めて厚くお礼申しあげます。
さて今年度の大会のホスト役のご指名をいただいて以来、中野ガバナーのご

指導のもと、松本大会委員長を中心にコ・ホストクラブの平野及び天王寺両ロ
ータリークラブと共に、風薫るさわやかな時候に開催すべく、多彩なプログラムの

計画を進めて参l)ま した矢先に阪神・淡路大震災が起こりました。
会員の中にお亡くなりになられた方がおられ、心からお悔やみ申しあげま

す。また、ご来会の皆様がたの中にも、ご家族様が被害を被られ、ご自宅又は事
業所等にも損壊を受けられた方も多くおられることと存じます。重ねて心からお見
舞い申しあげます。
この様な思いもかけぬ大災害の実情を目のあたりにし、その被害があまりにも

大きいのを知るほどに言葉を失い、被害に遭われた方々 のお心を思います時、と
ても今までの様な大会を開く事は憚られるとの気持ちは深くなるばかりでござい

ました。中野ガバナーの「この際は、今までの慣例にとらわれず、ロータリーとし
て大切なことを中心とした大会にして欲しい」とのご要望に従いまして当初の計
画を大きく変更させていただくことといたしました。
この様な経緯の中で私たちは総力を挙げて準備に取り組んで参り、当日の運

営にも大きな間違い等が無いように努力致しますが、不行き届きな事も出て来よ
うかと存します。その際は皆様方ロータリアンの友情、ご厚情を以てお許し下さる

ようお願い申しあげます。

今年度のターゲットは B`e a Friend″ です。
ロータリークラブ会員同志は申すに及ばず、世の中総ての人に対し、友愛の

輪を大きくひろげたいという願いのターゲットです。

今回の大震災は阪神・淡路地区に留まらず、大阪近郊にも大きな傷跡を残
しました。これから関西地区の力強い復興が急務ですが、この時こそ私たちはロ

ータリアンとして温かい心と手をさしのべる事が大切です。

本大会が、皆様方の友情を更la朱め、励まし合う事に役立つ事が出来ますれ
ばこれに勝る幸せはございません。

皆様方のご活躍を、わけても被災された方々 のご健勝とご多幸を祈念致し、歓
迎のご挨拶とさせて頂きます。
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来賓 敬称略

R.■会長代理

大阪府知事

大阪市長

C.グラントウィルキンス/マーリーン夫人

横山ノック(山 田 勇)

西 尾 正 也

第2硼地区ガバナー  計 馬  忠・計馬実代子 (洲  本)

第2650地区〃バナー  ニ 橋 貞 雄 。二橋 さよ子 (八 日市)

第26“地区ガパナー  才 門 二 郎 。才 門 和 子 (岸 和 国)

第2640地区パストルナヾー 飯 沼  岡ll( 堺  )

第2640地区パストガバナー 中島治一郎 。中 島 隆 子 (泉 大 津)

第2640地区パストルサー 平 岡 正 巳(高  石)

第2640地区パストガバナー 大 九 昌 譲 (堺  南)

第2“0地区パストガバナー 大 澤 徳 平 。大 澤 康 子( 堺 )
第2640地区ガパナーノミニー楠  公 延 (橋  本)

第2640地区″バナーノミユー中 村 幸 吉 (富 田 林)

ロータリーの友事務所  別 所 直 責 (東京みなと)

第2“0地区パストルナヾー 伊 瀬 芳 吉 (池  田)

第2660地区パストガバナー 種 田 憲 次・種 田 恵 子 (大阪住吉)

第2660地区パストガバナー 戸 田  孝・戸 田  1操 (八  尾)

第2660地区パストガバナー 中 村 俊 一 (東 大 阪)

第獅蠅区パストガバナー 坂 東  宏・坂 東 翠 子 (吹  田)

第2“0地区パストガバナー 松 本 良 諄 。松本史都代 (大 阪 東)

第2660地区パストガバナー 古 田 敬 三・古 田 昌 子 (大  阪)

第2660地区パストガパナー 武尾敬之助・武 尾 賀 江 (大阪西北)

第2660地区パストガバナー 廣瀬勘一郎 (大阪西南)

第2硼地区パストガバナー 菅 生 浩 三・菅 生 和 代 (大 阪 北)

第猫馳区パストガバナー 山 中 文 和・山 中 延 子 (大 阪 南)

第2660地区パストガバナー 大 森 慈 祥 。大 森 保 延 (茨  木)

第2660地区ガバナーバニー熊 澤 忠 婦 。熊澤巴津子 (守  口)

第2660地区ガバナーノミユー大 山 昭 夫 。大山員紀子 (大阪城南)

ガバナー大入     中野ルツコ

18

来 賓



招待者

GROUP STUDY EXCHANGE
(D-2400南 スウェーデン)

団長 男性 Anders Range(ア ンデルス・ ロング )

(ハ ルムス トー ト・ トゥレイサンド R.C.)

団員 男性  Lars JohanssOn(ラ ルス・ ヨハンソン)

(イ ンフラス トラクチャー計画エンジエア)

′′ 女性 Lena Wyrner(レ ナ・ウイルナー)

(ア ーチス ト)

′′  女性 Christina Jonsson

(ク リスティーナ・イエンソン)

(高校教師・数学 と化学 )

′′  ―
女′

1生  Ulrika Lundkvist

(ウ ル リカ 。ルンドクヴィス ト)

(産婦人科医 )

青少年交換学生

(枚方 くずは)

(箕   面 )

(大 阪 東 南)

(大 阪 鶴 見)

(大阪うつぼ)

(吹 田 西)

ロータリー財団学友

米 山奨 学 生

(寝 屋 川 )

(枚方 くずは)

(大 阪 平 野)

(大阪住之江)

(大 阪 中 央)

Stephen Witheford
Karen E Connors

Silveire Ranquel

Owen Elise Marie

Julie Larose

Sinn Adam Clark

伊藤 公一

小林 知博

岡本 悦司

優努斯 多力坤

周 望 龍

徐   平

CHIU JINN ENG
マシュー・ア ドキンズ
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ローターアク ト

地区役員

(大 阪 東)

(大 阪 南)

(大阪天満橋 )

(大 阪 淀 川)

クラブ代表

(大 阪 平 野)

(大 阪 西 南)

(吹   田)

(高   槻)

(大 阪 住 吉)

インターアク ト

浪速高等学校

く顧問〉

く会員〉

く ′′ 〉

大 阪 桐 蔭 高 等 学 校

く顧間〉

く会員〉

く ′′ 〉

R.Y.L.A

く大阪府青少年活動財団〉

佐藤 晴一

松川 圭一

小林 奈緒

西村 尚子

仲谷 浩一

利 岡 正起

高鳴 陽輔

吉水 泰彦

浩

樹

紹

穂

彦

秀

友

珠

雅

本

方

尾

藤

道

山

四

成

近

早

靖彦

一　
卓

健

間

戸

村

本

鳴

前
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地 区大会表 彰

地区大会表彰

ロータリー財団功労表彰

大森 慈ネ羊 (国際ロータリー第2660地区直前ガバナー)

意義ある業績賞 (1993～ 1994年度)

大阪なにわロータリークラブ

1993年 7月 、奥尻島を中心とする北海道南西沖に

おきた地震災害につき、第2660地 区としても義援金

を募ったが、大阪なにわR.C.は、会員全員自らが一般

市民にも呼び掛ける為クラブハッピを着て街頭 (大

阪難波高島屋デパー ト前)に立ち、道行 く人々に被

災地の窮状を訴えた。募金箱には¥530,153-集 まり、

朝 日新聞厚生文化事業団を通 じて、被災地に届けら

れた。大阪では、一年中で最 も暑い日中、本年度テ

ーマ「行動に信念を 信念は行動に」に基づき行動

され、多大の成果をあげられました。

『バランスの取れたクラブ業績に対する会長賞』

(1998～ 1994)

大  東R.C.枚  方R.C.枚方くずはR.C.

茨  木R.C.茨 木 東R.C.池田くれはR.C.

箕  面R.C.大阪堂島R.C.大阪本町R.C.

大阪城東R.C.大阪柏原R.C.大 阪 南R.C.

大阪南西R.C.大阪大手前R.C.大 阪城北R.C.

大阪住吉R.C.大阪天満橋R.C.大阪東南R.C.

大阪梅田東R.C.大阪うつぼRC 摂  津R.C.

高  槻R.C.高 槻 東RC.高 槻 西R.C.

八尾中央R.C.

『1993～ 1994年度に新会員を3人以上推薦された方に贈られる会長賞』

小菅  和 (東大阪RC)田 中 健次 (東大阪RC)

岡本 直文 (池田く繊RC)寺 島  吉 (交 野RC)

宮野 康治 (箕面中央RC)西 原 房三 (守 口RC)

上田 隆三 (大 阪RC)銭 高 一善 (大 阪RC)

藤田 義人 (大 阪中央RC)横 山 守雄 (大 阪中央RC)
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杉浦

井上

飯尾

長崎

毛利

田中

野上

梶山

梶田

越野

嘉功 (大阪東RC)

通 (大阪南R.Cう

幸司 (嶽揃RC)

功祐 (大 阪西北R.C_)

哲 :三 (大 阪西南R.C.)

研一 (大 阪東南R.C.)

イ変:三二(大阪うつぼRC.)

高 (吹田西RC)

政直 (高 槻RC)

憲昭 (高 槻RC)

祖 父 江 一 郎  (大阪御堂筋R.C.)

山 岡  桂 造 (大阪大手前R.C.)

小 松   清 (大 阪西北R.C.)

廣瀬勘一慎6(大 阪西南R.C.)

ノ」ヽ西 昌夫 (大阪心斎橋R.C.)

中所
‐ 洋 (大 阪梅田R.CD

和泉 慎次 (摂 津RC)

山出 敬二 (吹田西RC)

小阪 元章 (高 槻RC)

ロータリー財団寄付優秀クラブ I

(年間一人当たり平均寄付額上位 3ク ラブ)

大阪北梅田RC.門   真R.C.茨   木R.C.

ロータ リー財団寄付優秀 クラブ II

(年間一人当たり平均寄付増強額上位 3ク ラブ)

茨  木R.C.大阪平野R.C.大阪中之島R.C

ロータリー財団地区特別奉仕賞 (2万 ドル寄付)

松島 磐 (寝屋川R.C.)

ロータリー財団地区奉仕賞

(寄付累計3,000ド ル以上のマルティプル・ポール・ハリス・フェロー)

今里 英三 (大 阪R.C.)リロ本  幹治 (大 阪堂島R.C.)

西尾進一良 (大 阪堂島RC)河 上 英夫 (大阪東RC)

島田喜代 司 (大 阪平野RC)土 井 正裕 (大阪北RC)

木 田 正六 (吹 田RC)永 井  武 (八 尾RC)

岡 田 程 一 (八 尾RC)福 家  オ 助 (八尾東RC)

米 山奨学会寄付 5′ 000万 円達成 クラブ

大  阪RC 大 阪 南RC
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米山奨学会寄付 4′ 000万 円達成 クラブ

大 阪 東RC大 阪 北RC

米山奨学会寄付 3′ 000万 円達成 クラブ

1次  田RC 東 大 阪RC.

米山奨学会寄付 2′ 000万 円達成 クラブ

東大阪東R.C.大阪心斎橋R.C.

大阪大淀R.C.大阪梅田R.C.

米山奨学会寄付1,000万 円達成 クラブ

枚方くずはR.C.大 阪阪和RC.大阪北淀R.C.

出席優秀クラブ

(1994・ 2月 ～1995・ 1月 までに100%出席を達成したクラブ)

大  東R_C 大阪平野RC.大 阪中之島R.C

大阪西南R.C 大阪城北RC 吹田江坂R.C.

吹 田 西R.C.

会報優秀クラブ (1995,7以 降)

大  阪R.C.大阪北梅田R.C.大阪御堂筋R.C.

大阪住吉R.C.大阪天王寺RC

【感謝状】
1991～ 92・ 1993～ 94・ 1994～ 95年度地区大会に於て

R.I.会長代理直属の通訳を派遣尽力された件

小谷 泰造 (大阪北RC)

【ボランティア感謝状】
(RAC地区代表 佐藤晴一)
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池   田

池田 くれは

門   真

交   野

箕   面

箕 面 中 央

小路 二郎 加藤まき子

遠山 隆重

ポール0ハ リスフェロー

(※ 印はマルチプル・ポール・ハリスフェロー・⑥はべ不フアクタ~)

大   東 河村 孝正 上野山昌秀 高岡 政一
〇大川進一郎

東 大 阪 南  勝喜 村岡 万功 河北 勝彦

関  文男 山下 勝弘 火伏 義純

三浦 高行
楽
小崎 正雄

東 大 阪 東 福井 秋雄 須崎 洋一 池田 一雄

森  幸雄 堀井  侑 石田  肇
※
常楽寺喜雄

※加納 真治
※
水谷  弘

※
溝畑 正信

東 大 阪 中 三宅 幸造 西村 弘毅 佐藤三千秋
楽
岩崎 純一 ※

渡辺  斌
※
萩原 莞士

※
西田 尭吉

※
岡島 耕市 ③西村 典三

東 大 阪 西 岡本 長寿 荒鹿 哲一 杉野 時雄

佐藤 雄彦 梅沢喜八郎
来
島田 直弥

※
井出 幸彦

来
高島 政康 X高田富三男

楽
大西 武治

※
龍田 宇内

枚   方 寺鳴 二郎
※
越智 幸雄 ③執行 経世

O服部  修 ⑮高本 一郎

枚方 くずは 刈米 重大 三坂 時雄 泉谷 楠夫
※
吾郷 泰廣

茨   木 河原崎 篤 村本 正義 簡  仁一
楽
橋本  淳

※
武智 義加

※
中村 憲次

※
島津 謹次

茨 木 東 若林 三雄 建部 意克
※土方 正英

※井上 幸一 ※
勝間  寿

※田中 利孝

茨 木 西 佐々木良高 佐藤 秀雄 樹下  稔

夫

夫

夫

実

二

和

龍

一　
　
洋

横 田

野村

野地

西本寸

∠ヽオ寸

篠原

田中
※
奥

水谷

田畑

福村

田遠

村田 敏秋 勝田

芳文 (枚方RCへ移籍)

達晃
※
青野  明 ※加地

嘉隆

忠弘 瀧瀬 尚峻 吉龍

仙次
X稲治  清

吉晃 岸本卯一郎 山口

正昭
※
北島 清光

和行

脩郎

資雄

誠二
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守    日 子

進

　

郎

匡

　

雄

豊

明

三

茂

三

　

　

雄

美

之

　

一
数

　

文

　

理

孝

　

敬

　

　

達

冨

幾

　

祥

谷

上

　

井

　

　

山

田

橋

鍋

鳴

田

　

　

下

他

井

　

自

乾

　

吉

平

高

真

早

古

　

　

山

子

均

　

一
朗

磐

安

司

郎

平

平

一
孝

　

眸

津

　

　

照

陸

　

平

年

太

公

新

淳

巴

　

　

　

　

　

　

　

』県

澤

道

　

川

村

島

間

谷

村

林

田

口

川

　

田

熊

中

　

好

木

松

羽

小

吉

小

長

山

水

　

黒

０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

明

彦

三

彦

頼

明

繁

温

三

住

介

一
隆

馨

勝

史

泰

正

房

佐

時

」県
　

　

礼

廣

亮

敬

清

　

　

峡

し県

本

村

原

田

　

西

山

田

鍋

田

田

松

田

島

林

槻

橋

北

西

合

森

小

若

藤

員

森

和

立

島

中

小

大

Ｃ
・　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
※

阪

寝 屋 川

大

大阪阿倍野

大阪ちゃやまち

大 阪 中 央

大 阪 堂 島

大 阪 阪 南

大 阪 阪 和

大 阪 東

大 阪 東 淀

細川 永治

近藤 義雄
※上田 祐嗣

中島  武

古西  隆

高宮 英一
※
増山  博

X川 辺  清
※
前川 久寿

※
西野 公庸

※
植出 明雄

和泉 俊治

阿部 文彦

中野  豊
。宇野 能史

黒田  一

吉川 孝臣

原  秀雄
0新谷 善典

川瀬 徳之

丸山 静雄

中田 八朗

豊島 芳治
※
細江  重

※
中村孝二郎

芹川 明義
※
佐藤 正夫

※
昭

徳

隆

鋭

出

居

小

鳥

淡鳴 敏弘

幸田精一郎

一瀬 昌夫
※
藤本員一郎

※
川崎 全司

※
水山  章

※小川 道雄
①
福光 道太

吉田  洋
豪
橋本 和昇

壺井冨士男
0藤江 正謹

北川 勝治

楢崎 浩二
※田中 経久

藤原 良彦

森川 実興

桑田 圭司
※
西川  亨

※小林 保伸
豪
村野 壽昭

※
戸谷 晴治

0増 山  博

綾井治一郎

※三木  優

寺崎 有幸

小坂 憲司
。杉浦 嘉功

※
池田啓一郎

※
浅田  茂

°玉井三貴男

男

民

賓

信

哉

郎

武

光

　

秀

秀

志

川

野

村

田

　

内

宮

三

西

石

辻

神

※
　

い

繁

敬

和直

山
　
　
田

櫨

宮

高
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①真下 豊一

大 阪 平 野 杉本 浩一
※
森  由雄

※
久下井 昭

※吉原 保之
③森  由雄
①安本 アイ

大 阪 本 町 田  晴重

石橋 正紀

大 阪 城 南 中本 和洋
※
遠田 義昭

大 阪 城 東 武村富治夫

桂  晴子

鶴身 俊子

高木清太郎
※
照屋 貞夫

大 阪 柏 原 蓑田 喜雄
※
林  芳繁

①
岸  太郎

大 阪 北 伴  昭秀

阪口 祐男

早鳴  健

大阪北梅田 長田伸一郎

田辺 嘉之

出口 敏朗

江尻 晋策

筏  純一

和泉 正彦

黒田 勇司

松本 秀樹

西村 一孔

奥田大加幸

高橋 一弘

山崎隆之介

大阪御堂筋 近藤 貞彦

岩津 陽介

%田りII    潔

毛利  進
※小林 治夫
※
松島 速美

O島 田喜代司
O塚 田 康策
⑥吉岡 重樹

平田 良三
※
池田  正

新垣 善男
※
大山 昭夫

今津 玲子

中野ゆき子

岡本 和子

殿浦 嘉郎

0坂本  旭
※
島田喜代司

※
福川 善介

※三好  宏
C松島 速美
°
国分 順一

井村 義治

金田 勝弘

角野今日子

田中 加子

」し本寸   言表
※
鶴身小次郎

X廣
橋 敏次

※
山本 光則

加藤 四郎

真野清以志

鈴木 忠夫

芦野 徹司

江川 政之

岸本健之亮

井上 泰旭

熊本 武史

※
水上 兼三

※
高井 恭二

°隅谷 尚典

後藤 二郎

吉田 譲次
※
和中  裕

西川 忠良

柳原 賢治

海老原満夫

長谷川誠太郎

今村 益三

博

大

二
義

彦

和

　

修

信

龍

毛

本

　

島

岡

丸

森

岡

田

寺

一
康

夫

夫

雄

和

郎

元

基

忠

碩

孝

義

治

崎

木

馬

智

倉

田

山

講

黒

三

越

自

津

横

卓

仁

三

康

貞

夫

人

三

和

雄

和

茂

卓

文

文

本

迫

下

中

木

岡

大

木

山

三

※
　

③

南
　
　
　
　
とな

阪
　
　
　
　
み阪

大
　
　
　
　
大

山下

吉田

新開

清水
※
中田

⑤木下

治源 右田

二郎 ①山口

信之 中山

治彦

正記

雄治

田邊淳一郎
※
相田 襄治
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大阪中之島
⑥谷口 量一

大 阪 難 波 田中 博三 大地 庸元
※
上田 修碩 ※

澤井  稔
※
由井  茂

※三谷 喜彦

大阪なにわ 島崎進一郎 春木 洋次
巌
高垣 敏一 ③餅野 法善

大 阪 南 西 小西 宏幸 佐々木定彦
③服部  彪

大 阪 西 岡  豪敏

大阪大手前 佐藤 良和 宮竹  昭

飯尾 幸司
※田村 和之

大 阪 大 淀 泉沢喜代子 大柱 公人

中村  浩
X一里山泰造

大 阪 西 北 岩城 本臣 川上 伸一

柳野 隆生 平林 武昭

十河 元生 近藤 治郎

大 阪 西 南 野崎 弘毅 神戸 鐵夫

村井 史郎 無量井興吉

竹光 明登 綱田 哲男
※
藤井 種進

※
長谷川純二

※
弥谷佐兵衛

大 阪 城 北 中島 康雄 八田陸奥雄

川本 達雄 向山裕二郎

大阪住之江 ※
成山 博文

X木
村  護

大 阪 住 吉 渡部富士雄 片山 淑子

川上 富清 福田 幸一

藤浪 庸介 川畑 徳幸
※
内海 郷司

※
服部  裕

※
平井 博道

大阪天満橋 柴田 弘一 吉野 信二

大 阪 東 南 三宅 一嘉 大塚 忠重
※
岡本 健治

※
毛尾 武史

①乾 キヌエ ⑥榛木マサ子

大 阪 鶴 見 大内 昭男 高橋 正明

大 阪 梅 田 杉浦 重光 中所  洋

坂本 好輝
※
佐野千代造

大阪梅田東 森本 和司 山本  毅

大阪うつぼ 城  守隆 梶  元英
0大森  治

大 阪 淀 川 和田 威郎 ①高室 光博

千   里 岩崎 1熙毅 吉村輝久雄

※
飯島

X段
宏

震梁

毅

義昭

※
庄野

中九

臼井 慶勝

丸山 良一

尾 F

細川

千明

信義

島   豊
C濱田 英雄

奥野 茂壽

住井 雅義
×
石田清和喜

※
新井 文三

宮

高橋
X朝 日
※
岩津

岡

告田

①高橋

竹下

孝夫

真也
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村  俊
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松浦 寛法 O西川 豊蔵

高 槻 西 古畑 時夫

豊   中
※
森山 貞信

豊 中 南 海堀 正章 辻  武司 清水 伸郎

大田比登史
X八田 昌三 ※

亀田 八良
※小林 春市

贅三田  裕
※光本 義一

※
森田 治男

※
西川 治男

※小倉 克彦

昌犠
~変

懸 松田  隆 高本 邦昭 中村 忠矩

寺本 幸雄
※渡邊 源治

※
本間 治夫

※
宮田 為義

※羽渕 一司
※
新居 克治

0渡邊 源治 0新居 克治

豊 中 千 里 松本 龍一 水谷 俊夫
※
福島蓮二郎

①横山 昌弘

八   尾 畑中 由雄 中谷 武男 今川 憲治

松本 武士 森 慶太郎 中川  男午

池尻  誠 永井  忠
※
森川  勝

※
高井 栄爾

※
谷村 安脩 ⑮力石 ′巨大

0柏原 俊夫 ①木村 義一 ⑥松本新太郎
①坂上 節哉 。吉川秀次郎

八 尾 中 央 木村  信 戸田 精次 玉井 利宏

東口 晏己 岩本 昌造 泉  寛治

小倉 郁夫
※
鈴木 英幾 O廣瀬 悽計

八 尾 東
巌
関ロ ー平

※
橋本  隆 ※堀内  顕

※
松本 智幸

※
水谷  肇

0桑  増秀
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大 阪 阪 和

大 阪 東

大 阪 東 淀

大 阪 平 野

大 阪 城 南

大 阪 城 東

大 阪 柏 原

大 阪 北

大阪御堂筋

大 阪 南

大阪中之島

大 阪 難 波

大阪なにわ

大 阪 南 西

大 阪 西

大阪大手前

大 阪 西 北

大 阪 西 南

大阪心斎橋

大 阪 城 北

大阪住之江

大 阪 住 吉

大阪天満橋

岡島 義一

吉田 英哲

松浦 純男

藤井 邦夫

前岡 英一

井上  武

尾崎 達郎

中鳴 通雄

遠田 義昭

藤田 幸一

五鬼上博景

隅谷 尚典

小松 英二

野邊九州男

赤井 文夫

國分 哲夫

松本 充弘

小田 雅義

堀家 大一

服部  彪

福田 俊雄

本寸中 義治

松井 宗新

大和 健司

笠井 文雄

志方 邦弘

西尾 修三

大岡 弘治

田中 正一

松本 経弘

古田 乙彦

南川 和茂

吉野 信二

宇田

四碇

」、山奇

lL本寸

本寸上

中田

壽彦

行雄

照夫

昌幸

早

八朗

大山

渡邊

橋本

佐藤

山本

吉治

昭夫

邦雄

頼明

健一

光勇

仁義

桜井  明

餅野 法善

片岡 洋一

鴻池 忠彦

中村  勤

矢野 信夫

吉田 育弘

村上 秀夫

重村美恵子

芝川 又彦

上田  忠

山本 晴敏

小池

大島

城村

宣之

長造

幸治

田中恕一郎

金本 章嗣

樋口  学 海堀 寅一

植田 信廣

山田
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村瀬
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誠一

俊明
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正信

豪敏
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清
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岡

田

杉

山
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鈴木

泰雄

富治

種田

土井

憲次

憲一
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大 阪 鶴 見 梶  健一 浮舟 邦彦

大 阪 梅 田 川合 達雄 坂本 好輝 篠原 耕一

大阪梅田東 松原 倉敏 杉野 浩次

大阪うつぼ 濱本  清 奥田 兼三 菅  晃生

:告

幸吉 岡田 義昭 横山真太郎

誠 吉村輝久雄
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新井

津田 孝美

長谷川暉朗 浜田 実男 橋本 雅央

川村  俊 杉岡 宗雄

111山奇ナL‐ 卜九

森山 貞信

八田 昌三 井関 正和 栗本  武

森田 治男

昌寡桑査爆谷り|1勝巳
豊 中 千 里 東松 孝臣

八   尾 森川  勝 渡辺  ネ羊 山口 幸雄

八 尾 中 央 東口 晏己 松田 一良 鈴木 英幾

瀧澤建之助 戸田 精次

八 尾 東 森田 時男
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大阪阿倍野
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大阪御堂筋

大 阪 難 波 大 阪 南 西

大 阪 大 淀 大 阪 西 北

大阪心斎橋 大 阪 城 北

大阪天王寺 大 阪 東 南

大阪梅田東 大阪うつぼ

吹   田 吹 田 江 坂

高 槻 東 高 槻 西

豊中一大阪国際空港

八 尾 東

東 大 阪 東

枚方 くずは

池田 くれは

守   口

大阪ちゃやまち

大 阪 阪 和

大 阪 本 町

大 阪 北

大 阪 南

大 阪 西

大 阪 西 南

大 阪 住 吉

大 阪 鶴 見

大 阪 淀 川

吹 田 西

豊   中

八   尾

大 阪 中

茨   木

交   野

寝 屋 川

大 阪 中 央

大 阪 東

大 阪 城 南

大阪北梅田

大阪中之島

大阪大手前

大 阪 船 場

大阪天満橋

大 阪 梅 田

千   里

高   槻

豊 中 南

八 尾 中 央

米 山特別功労法人

大 阪 大 淀 欄アイドマ

帥誠商会

帥ユニオン配ぜん人紹介所
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記念請演

建築家

安藤 忠雄

1941年大阪に生まれる。独学で建築を学び、1969年 に

安藤忠雄建築研究所を設立。小住宅から公共建築ま

で幅広 く手掛ける。

姫路「兵庫県立こどもの館」「姫路文学館」、淡路島「真

言宗本福寺水御堂」、明石「兵庫県立看護大学」、「鬱

年セビリア万国博覧会 日本政府館」、「大阪府立近つ

飛鳥博物館」「サントリーミュージアム 〔天保山〕」

などの設計を手掛ける。

1979年 日本建築学会賞をスター トに国内外の数々の

賞を受賞する。

アメリカ イエール大学、コロンビア大学、ハーバー

ド大学 客員教授歴任。

1993年、日本芸術院賞を受賞する。

1994年、大阪府立近つ飛鳥博物館で日本芸術大賞を

受賞する。

1995年、1994年度朝 日賞を受賞する。

1995年度「プ リツカー建築賞」を受賞。

1991年、ニューヨーク近代美術館、1993年パ リ、ポ

ンピドゥーセンターにて個展開催。1992年、東京セ

ゾン美術館、大阪梅田センタービルにて個展開催。
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シンポジウムパネ リス ト

シンポジウムパネリスト

大阪市助役 磯村 隆文

昭和 5年生まれ。昭和29年 3月 大阪市立大学経済学部卒

業。31年同大学院経済学研究不‖!蓼士課程終了、32年 6月 ジョ

ンスホプキンス大学大学院に留学。34年 3月大阪市立大学大

学院経済学研究科博士課程終了。47年 9月経済学博士号学位

取得 (大阪市立大学)｀物価変動について亀

40年 10月 大阪市立大学経済学部助教授。50年 10月 同教授。

57年同大大学経済学部長、58年大阪市立大学文化交流センタ

ー所長。

平成 2年 3月 大阪市立大学を退職、大阪市立大学名誉教

授。同4月大阪市助役就任。 6年大阪市助役再任。

ジャーナリスト 黒田  i青

昭和 6年 2月、大阪市に生まれる。昭和27年 12月 読売新聞

社大阪本社入社。社会部記者一筋で活躍。昭和51年 3月社会

部長、54年編集局次長兼務、 8年間毎年「戦争展」を主宰。

社会面に「窓」欄を作り、61年末まで毎日執筆、戦争反対と

差別反対を二本柱として活発な記者活動を続ける。62年 1月

読売新聞社を退社。同2月、黒田ジヤーナル代表。

社会部共著「警官汚職」(角川書店刊)て¶召和59年度日本ノ

ンフィクション賞を受賞。長期連載「戦争」と「戦争展」な

どの社会部活動て¶召和60年度菊池寛賞を受賞。現在「新・や

じうまワイド」「スーパーモーニング」(テ レビ朝日)にゲスト

キャスターとして出演中。

著書に「向こう三軒ヨーロッパ」(朋興社 )、 「体験的取材学」

(情報センター出版局 )、 「聞け心が窓ならば」(解放出版社 )

「原点」 (三五裕官)、 「そやけど大阪」 (東方出版)な ど多数。
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シンポジウムパネ リス ト

評論家・プロデューサー 河内 厚郎

昭和27年西宮市に生まれる。一橋大学法学部卒業。舞台芸

術学院 (夜間)卒業。'70年代に東京でシヨーシアター運動に参

加する傍ら演劇評論家として執筆活動に入る。

昭和57年に関西へ戻って、近畿各自治体の文化行政にかか

わる。大阪市舞台芸術総合センター (仮称)基本計画委員、大

阪市文化振興にかかる懇話会座長、大阪市「文学館に関する

委員会」副座長、大阪商工会議所文化振興委員、宝塚市ミュ

ージカルフェステイバル実行委員、大阪都市協会発行季刊

「SOFT」 編集委員、「近松ニユーウエープシアター」「西鶴

フェステイバノh「ひょうごアジア・太平洋青少年演劇祭」総

合プロデューサーを歴任。

昭和62年から、月刊「関西文学」の編集長をつとめる。ま

た、都市景観誌『JAPAN LANDSCAP■ 1の関西編集室を

主宰。

平成三年度「咲 くやこの花賞」を文化プロデューサーとし

て受賞。

著書に「街は劇場」(関西書院)「関西弁探検」(東方出版 )

「阪神学事始」 (神戸新聞総合出版センター)な ど。

パーソナリティー 浜村  淳

京都生まれの京都育ち。同志社大学文学部卒業。タレント

としては初めて国立和歌山大学の経済学部講師として話題に

なった他、現在も追手門学院大学文学部講師として教壇に立

っている。

現在の出演番組は『ありがとう瀕幹1淳です』(MBS―R)、『浜

村淳の人・街・夢』(KTV)、 『ワイドABCDE～ す』(ABC―

TV)、 『健康手帳』『関西元気のダシ』(TVO)、『フライデー

シネマナイト』(MBS)。

著書には『源氏物語 花はむらさき』『しゃべり死にものぐ

るい』『話上手で心をつかめ』『星影の飛鳥』など。
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家族 の つ どい

家族のつどい
サントリーミュージアム (天保山)
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1994年秋に、大阪・天保山ハーバービレッジにオ

ープンしたIMAXシアターを中心 とした複合文化施

設。付近には海遊館、マーケットプレースがあつて、

大阪ベイエリアに生まれた新しい文化ポイントのひ

とつです。

建築家 。安藤忠雄氏の設計により球を抱いた逆円

錐型の ドラムから2つの直方方体が海に向かうとい

うユニークなフォルムは周囲の建物の中でもひとき

わ目立っています。

同ミュージアムには常設ギヤラリーもありますが、

今回は高さ20メ ー トル、幅28メ ー トルの巨大スクリ

ーンから立体映像が飛びだす『IMAX・ アイマックス』

をお楽しみいただきます。カナダで生まれた映画100

年の到達点ともいわれる、史上最大のハイテク映像

システムで、あたかも自身が ドラマの中に立ってい

るような、仮想現実を体感できる迫力ある世界が広

がります。
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長谷川善吾

原田 義夫

出日 常 順

高田 雅収

鴻 池 藤一

鼎  秀夫

湯浅 佑一

柱 本 圭造

白羽弥右衛門

(八   尾 )

(交   野)

(大 阪 南)

(大   束)

(大 阪 北)

(大 阪住之江)

(大   阪)

(大 阪北梅田)

(大 阪阿倍野)

(大阪大手前)

(千   里)

(大 阪 南)

(大 阪 大 淀 )

(吹   田)

(大 阪 北)

(枚   方)

(大 阪天満橋)

(箕   面)

(大   阪)

(東 大 阪 中)

(大 阪 西)

(大   阪)

(大 阪 阪 和)

(大 阪 住 吉)

(大「り又堂 島)

'94. 2. 11

'94  2. 19

'94.  3   3

'94.  3 .  4

'94  3. 9

'94.  4   4

'94.  4 . 17

'94.  4 . 17

'94.  5 .  2

'94.  5 .  4

'94.  5  10

'94.  5 . 21

'94.  5 . 23

'94.  5. 29

'94.  6   1

'94.  6   2

'94.  6.  5

'94.  6. 13

'94.  6. 23

'94.  6. 26

'94.  8   3

'94.  8   9

'94.  8 . 16

'94.  8 . 28

'94.  8. 30

木村勝太郎

細谷 昌夫

田村 節三

田中五一郎

松本 政雄

藤原 稔恭

自石 純 三

西浦  勇

中西 正二

伊藤 恭 一

中田 栄一

奥野 茂壽

柴田 康雄
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江原 政吉

一ノ瀬 博

井上 正 作

福田 保朝

木川  稔

森  武助

渡辺 奇敏

谷日豊二郎

飯藤 謙三

藻井 泰忠

佐野 茂隆

益邑  健

片岸 道也

谷澤 潤 一

広瀬 義信

森田 慶三

岡  積平

小澤 健夫

吉田 益男

栗本  一

(茨 木 東)

(大 阪 住 吉)

(大   阪)

(大 阪 西 北)

(摂   津)

(門   真)

(八   尾)

(大   阪)

(吹   田)

(大 阪 東 淀)

(大 阪 東 淀)

(四 条 畷)

(吹 田 西)

(大 阪 南)

(大 阪 北)

(大 阪 東)

(東 大 阪 中)

(大 阪 西 南)

(大 阪 梅 田)

(吹   田)

(大   阪)

(大  阪 西)

'94.  8 . 30

'94.  9 .  4

'94.  9.  5

'94.  9 .  7

'94. 10. 14

'94. 10. 17

'94. 10. 19

'94. 10. 26

'94. 11.  3

'94. 11.  7

'94. 11. 15

'94  11. 26

'94. 12.  5

'94. 12. 6

'94. 12. 20

'94. 12. 20

'94. 12. 22

'94. 12. 25

'95.  1 . 10

'95.  1 . 12

'95.  1 . 15

'95.  1 . 17

わ
一二

い
手■

の
野

醐
堀

だ
田

“
武 穣

39

物散会員



出席クラブ

地区外

富 田 林RC. 橋   本RC

地 区 内

大   東RC.

東 大 阪 中R.C.

枚方 くずはRC.

茨 木 西RC

門   真RC.

箕 面 中 央RC

大   阪R.C.

大 阪 中 央R.C

大 阪 阪 和R.C.

大 阪 平 野RC
大 阪 城 南R.C.

大 阪 北R.C.

大阪御堂筋R.C.

大阪中之島RC.

大 阪 南 西RC
大 阪 大 淀RC.

大 阪 船 場R.C.

大阪住之江R.C

大阪天満橋R_C

大 阪 鶴 見RC
大阪うつぼRC.

摂   津RC
吹 田 江 坂R.C_

高 槻 東RC

豊 中 南R.C.

八   尾R.C.

東 大 阪R.C.

東 大 阪 西R.C.

茨   木R.C

池   田R.C.

交   野R.C

守   口R.C.

大阪阿倍野RC
大 阪 堂 島R.C_

大 阪 東R.C

大 阪 本 町R.C.

大 阪 城 東R.C.

大阪北梅田R.C.

大 阪 南R.C

大 阪 難 波R.C.

大 阪 西RC
大 阪 西 北RC
大阪心斎橋RC.

大 阪 住 吉R.C.

大阪天王寺RC
大 阪 梅 田R_C.

大 阪 淀 川RC
四 条 畷R.C.

吹 田 西R.C.

高 槻 西R.C.

豊中一大阪国際空港R.C.

八 尾 中 央RC

東 大 阪 東RC

枚   方RC.

茨 木 東RC
池田くれはRC.

箕   面R.C.

寝 屋 川R.C.

大阪ちゃやまちR.C.

大 阪 阪 南R.C.

大 阪 東 淀RC

大 阪 城RC.

大 阪 柏 原RC

大 阪 北 淀R.C.

大阪みなとRC.

大阪なにわRC
大阪大手前RC.

大 阪 西 南R.C.

大 阪 城 北RC.

大阪そねざきR.C.

大 阪 東 南RC.

大阪梅田東R.C.

千   里RC.

吹   田R.C.

高   槻RC.

豊   中R_C.

豊 中 千 里RC
八 尾 東RC.
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大 会 役 員 (Oは 大阪平野RCOは 大阪天 時 RC)

ガバナー

大会委員長

大会副委員長

′′

′′

〃

大会幹事

大会副幹事

′′

〃

″

〃

大会S.A.A.

大会副S.A.A.

大会会計

ホス トクラブ会長

ホス トクラブ初代会長

コ・ホス トクラブ会長

地区代表幹事

中野 董夫

松本重太郎

服部 四郎

山本研二郎

島田喜代司⑦

村田 恭蔵Q
田村  弘

高橋 重光

宇田 壽彦

四碇 行雄

吉原 保之⑦

平山  巌O
吉田 英哲

奥  岡1典

大塚由太郎

岡島 義一

城野和三郎

三好  宏⑦

田中 謙三〇

小山 隆三
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大会委員会

プログラム委員会

委員長 吉田 英哲 (大阪阪南)

委 員 山本研二郎 (大阪阪南)酒井 偉雄 (大阪阪南)

橋本 秀雄歓  木)横山 正憲 (守  日)

信任状委員会

委員長 武尾敬之助 (大阪西北)

委 員 平田  豊 (大  阪)島  安明 (大阪西北)

村田 吉弘 (大 阪 東)西村 一夫 (池  田)

高島  健 (茨  木)田 中 純吉 (八  尾)

決議委員会

委員長 菅生 浩三 (大 阪 北)

委 員 熊澤 忠嘱 (守  口)高林 辰行 (大阪西北)

若宮 房受(大阪阪南)

選挙委員会

委員長 山中

委 員 小池

上中

表彰委員会

委員長 大森

委 員 西條

平田

四碇

文和 (大 阪 南)

明 (茨  木)小西 豊和 (守  口)

正儀 (大 阪 南)松本  恵 (大阪阪南)

慈祥 (茨  木)

泰隆 隊  木)大枝  朗 (吹  田)

晃祥 (大 阪 西)奥本 晋介 (大阪心斎橋)

行雄 (大阪阪南)

登録委員会

委員長 若宮 房受(大阪阪南)

委 員 宇田 壽彦 (大阪阪南)高橋 重光 (大阪阪南)

意義 あ る業績賞委員会

委員長 大森 慈祥 (茨  木)

委 員 菅生 浩三 (大 阪 北)

委 員 山中 文和 (大 阪 南)
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大会実行委員会

大 会 委 員 長

大 会 副 委 員 長

大 会 副委 員 長

大 会 副 委 員 長

大 会 副 委 員 長

大 会 幹 事

大 会 副 幹 事

大 会 副 幹 事

大 会 副 幹 事

大 会 副 幹 事

大 会 副 幹 事

松本重太郎

服部 四郎

山本研二郎

島田喜代司①

村田 恭蔵O
田村  弘

高橋 重光

宇田 壽彦

四碇 行雄

吉原 保之①

平山  巌O

二

郎

弥

彦

夫

志

幸

敏

盛

四

欣

鶴

泰

高

正

晴

藪

部

野

田

隅

部

崎

本

古

服

仲

古

河

南

津

山

〈〓員

長

長

長

員

経
員
数
類

総

委

副

副

委 林

前山

西埜

上島

吉山

幸二

克己

俊弘

育二

英次

プログラム委員会

委 員 長 吉田 英哲

副委員長 酒井 偉雄

副委員長 山本研二郎

副委員長 西川 修身①

副委員長 柳川瀬隆夫O
委  員 後藤  稔 畑  良隆

伯者 徳武 児島 孝紀

中尾  宏 中山 盛平

越智 宏暢 費生孝七郎

渡部 泰夫 山田 福二

和泉 俊治

連  憲次

田代 順一

和田  健

細川壽太郎

近藤  勲

能口 武雄

恒川  登
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登録委員会

委 員 長

副委員長

副委員長

副委員長

副委員長

委  員

若宮 房蚤

高橋 重光

宇田 壽彦

吉本 秀章⑦

古池 幹郎Q
阿部 文彦 古田

日野上輝夫 児島

連  憲次 仲野

越智 宏暢 阪

竹内 三郎 山本

鶴彦

孝紀

欣弥

秋廣

晴敏

萩谷 博隆

近藤  勲

中尾  宏

田代 順一

① 福川 善介

的場 秀恭

中庭 寿朗

大倉 國一

津川 康三

依岡 孝明

O土 居原作郎

林   潤

笠原 道夫

小西 裕謙

真鍋 昌知

平井 清一

三原  展

信根 勝一

田中  直

本直オ寸宏一郎

花田  力

平尾 一平

川端 一分

高妻 忠信

小林 正茂

中道 博文

小野 博人

東西田和夫

山本 健治

八鳥 和久

金子  裕

小林  明

久保  研

会場委員会

委 員 長 中谷 龍石

副委員長 増田  亨

副委員長 四碇 行雄

副委員長 久下井 昭①

副委員長 高見篤志郎Q
委  員 馬場 雄三 畑  良隆

越田 英喜 南部 高志

大野 定俊 酒井 偉雄

上島 育二 植鳴 稔郎

菅野 省三

西埜 俊弘

費生孝七郎

和田  健
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渡部

① 金子

小林

中野

大西

孝橋

米田

① 杉本

武田

若宮

吉田

泰夫

孝治

治夫

凱一

淳

巌

元雄

源衛

純三

邦弘

章男

吉田

川上

松本

尾川

三野

山田

洋

善司

詔三

雅清

久光

國一

木野 一信

中16 由雄

岡部 卓雄

柴林俊二郎

上田 彦之

接待委員会

委 員 長 松本  恵

副委員長 細田  寿

副委員長 馬越 正也

副委員長 松島 速美①

副委員長 家田 成夫Q
委  員 後藤  稔 服部 四郎

笠井 勝巳 前田 忠蔵

中山 盛平 能口 武雄

坂本 好男 恒川  登

山田 福二 吉山 英次

① 地久里昌廣 平井 政博

互野 良幸 喜多 克己

國分 順一 小谷 義弘

森  由雄 毛利  進

尾崎 達郎 佐野 元英

杉本 浩一 大口登喜一

塚田 康策 山崎 啓一

〇 松井 隆雄 森田  隆

中村  弘 西原 好一

萩野 正悟 大川 博道

鈴木 茂喜

武田欣治郎

山田 英幸

吉岡 宏之

高森  隆

津留 正孝

吉田  進

細川壽太郎

前山 克己

野間 寛治

津崎 正幸

井上 弘文

喜多 敏明

松本 忠重

西村  淳

須戸 弘昭

友定 弘蔵

米田 忠由

中鳴平一郎

西埜  毅

岡橋 研一
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式典進行委員会

委 員 長 池田 丑松

副委員長 奥  剛典

委  員 林  幸二 河隅 泰夫

裕 新見  葵

和昇

修

治一郎 イ自者 徳武 和泉 俊治

春夫

野佐〓
一　
一昌

陽

正

塚

屋

大

新

救護委

委 員 本

井

井

塚

橋

平

綾

中

〈
〓員

長

長

員

巳

治

郎

勝

寛

稔

井

間

鳴

笠

野

植

治

蔵

二

俊

忠

育

泉

田

島

和

前

上

寿

夫

郎

健

二

武

志

次

泰

三

　

幸

徳

高

英

田

隅

内

田

　

者

部

山

細

河

竹

和

林

伯

南

吉

Ａ
．

　

　

録

ＡＳ
．　

　

　

　

記

副委員

委

部門別懇談会委員会

委 員 長 岡田 平一

副委員長 萩谷 博隆

日野上輝夫 細川寿太郎

前山 克己 中尾  宏

越智 宏暢 田代 順一

晩餐会委員会

委 員 長 松村 英治

副委員長 大野 定俊

委  員 綾井治一郎 畑

46

良隆 津崎 正幸

大会 実行 委 員会



広報委員会

委 員 長 吉川 俊一

副委員長 笠井 勝巳

委  員 前田 忠蔵 野間 寛治 1↑内 二郎

植鳴 稔郎

記録委員会

委 員 長 神末 雅博

副委員長 坂本 好男

委  員 越田 英喜 前山 克己 吉田 洋

会計

委 員 長 大塚由太郎

副委員長 阪  秋廣

委  員 日野上輝大

表彰関係

仲野 欣弥 津崎 正幸 河隅 泰夫

中尾  宏 児島 孝紀 田代 順一

細田  寿 日野上輝夫

阪神大震災義援金募金

古田 鶴彦 吉田

岡田 平一 菅野

洋

省三
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都ホテル大阪

‖」

¬

_笠の間

サブリーダー

控 室

]′ ,||の 間

大会事務局

明 |1香 の間

職業奉仕部門

金同||の 間

社会奉仕部門

綺城の間

国際奉仕部門

い

待合室

日本料理
「都」

illl
夕: ・

|

社中の

トイレ

す し

個室
梅林

個室 |

桃 林
|

志摩の||:|

ロータリー

財団部門

目
目
目

48

大会 会場案 内図



匿I固

犀 11庭 関

茶 室

frttlt

L会長代理控室

49

浪込の問

大会第 1日

式典・シンポジウ
R上会長代理
歓迎晩餐会

結婚式場

逝 来殴

卦
「
―7‖

|

福 ′F殴

レセプションホール

銀  杏

R上会長代理
歓迎晩餐会
アベリティフ
レセプション

会長幹事部門

来賓控室

大和の間

東

写 真室

大会会場案 内 図



ロータリーソング

奉仕の理想

奉仕の理想に

徒「国に捧げん

集いし

我等の

友よ

生業

望むは世界の久遠の平和

め ぐる歯車 いや輝 きて

永久に 栄えよ

我等のロータリー

ロータリー

手に手つないで

1.手 に手つないで つ くる友の輪

輪に輪つないで つ くる友垣

手に手 輪に輪

ひろがれ まわれ 一つ心に

お  ヽ ロータリアン

お  ヽ ロータリアン

2。 手に手つないで つ くる友の輸

輪に輪つないで つ くる友垣

手に手 輪に輪

ひろがれ まわれ 世界 と共に

お  ゝ ロータリアン

お  ヽ ロータリアン
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我等の生業

我等の生業さまざまなれど
つど
集いて図る心は一つ

求むるところは平和親睦

力むるところは向上奉仕

お ロヽータリアン

我等の集い

2.奉仕に集える我等は望む

正 しき道に果をとるを

人の世拳 りて光を浴みつ

力を協せて争忌むを

お ヽロータリアン

我等の集い
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